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２．白石市の地域及び公共交通の現状・実態 

 

２－１ 白石市の現状等の整理 

(1) 白石市の人口等の状況 

■人 口：35,391 人（平成 28 年 3月 31 日現在）（うち、白石地区が約 50％） 

■世帯数：14,098 世帯（平成 28年 3 月 31 日現在）（世帯人数：2.5 人） 

■高齢化率：31.7％（平成 28 年 3月 31 日現在）（平成 22 年：27.1％） 

 

・人口推移については、全ての地区が減少傾向となっていますが、特に白石地区、福岡地区は 

近年 7年間で 750～1,000 人程度（年間 100 人以上）減少しています。 

・世帯数については、白石地区、福岡地区が増加傾向、その他の地区は横ばい傾向となってい

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 白石市の人口・世帯の推移（資料：住民基本台帳各年 3月 31 日値） 
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・高齢化率の推移をみると、平成 18 年の 25.5％から上昇傾向にあり、平成 28 年では 31.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年齢別人口構成については、65 歳以上の高齢者の割合が最も少ないのは大平地区で、762 人

(28.6％)となっています。次いで、白石地区は5,167人（29.0％）、福岡地区は2,485人（32.8％）、

大鷹沢地区は 762 人（35.1％）、白川地区は 612 人（37.0％）、斎川地区は 393 人（37.6％）、

越河地区は 625 人（39.5％）、小原地区は 425 人（48.7%）の順となっています。 

 

 

  

 

 

図 地域別年齢別人口構成 

（資料：白石市統計資料 平成 28 年 3月 31 日値） 

図 年齢別人口の推移 （資料：住民基本台帳各年 3 月 31 日値） 
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■人口集中地区（※ＤＩＤ）  

・白石市内の人口集中地区は、白石地区の中心部のみとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

                                  

 

 

■自動車保有台数 

・貨物用・乗合用・特殊は横ばい傾向、乗用は減少傾向、軽自動車、小型二輪は増加傾向とな

っています。 
 

※ＤＩＤとは… 

市区町村の区域内で人口密度が 4、000 人/km²以

上の基本単位区（平成２年以前は調査区）が互

いに隣接して人口が 5、000 人以上となる地区に

設定される。ただし、空港、港湾、工業地帯、

公園等、都市的傾向の強い基本単位区は人口密

度が低くても人口集中地区に含まれる。 

図 白石市の人口集中地区（ＤＩＤ）（資料：平成 22 年国勢調査） 

図 白石市における自動車保有台数の推移（資料：白石市統計書 各年 3月 31 日値） 

人口集中地区（DID） 
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■行政区別人口密度 

・白石地区中心部及び福岡地区、大平地区、斎川地区の一部で人口密度が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 行政区別人口密度（資料：平成 27 年国勢調査） 



7 

 

(2) 白石市の主な施設の立地状況 
 

■官公庁施設 

・白石市内には、「白石市役所」、「ホワイトキューブ（白石市文化体育活動センター）」、「白

石警察署」等、市の主要な施設が立地しています。 

■病院施設 

・地域の拠点病院である「公立刈田綜合病院」は福岡地区に立地しています。 

■商業施設 

・白石地区には商業施設が多数集積しています。 

■高等学校 

・白石市内の高等学校は白石高等学校、白石工業高等学校の２校となっており、全て白石地

区に立地しています。 

 

 

 

 

 

図 主な施設の立地状況（全域） 
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図 主な施設の立地状況（中心部） 
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【病院施設・買物施設】 

○よく利用する病院施設（市民アンケート） 

・市民アンケートによる「病院施設」は、「公立刈田綜合病院」が約３７％と最も多く、市外で

は「大河原町（みやぎ県南中核病院など）」が約１２％と多くなっています。 

○よく利用する買物施設（市民アンケート） 

・市民アンケートによる「買物施設」は、「ヨークベニマル白石店（大手町）」、「みやぎ生協セ

ラビ白石店（八幡町）」が多くなっており、市外では近隣の「大河原町」が多くなっています。 
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図 よく利用する病院施設＜左：市内、右：市外＞（H28 市民アンケートより） 

図 よく利用する買物施設＜左：市内、右：市外＞（H28 市民アンケートより） 
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【高等学校】 

○高等学校（ヒアリング調査） 

・市内在住の生徒は約３割に留まっており、約半数は周辺の仙南地域から通学しています。 

・生徒の利用交通手段は、約６割以上が「ＪＲ」で、白石駅から徒歩で通学しています。現在、

市民バスを利用している生徒は各校１割以下となっています。 

 

学校 住所 生徒数 教職員数 生徒居住地 利用交通手段 市民バス利用者 

白石 
高等 
学校 

益岡町
2-7 

916 名 
（普通科 716

名、看護科

120 名、専攻

科 78 名） 

146 名 白石市内 27%
仙南地域 48%
仙台市内 7% 
（看護科は全県）

ＪＲが 63% 
自転車 15% 
自家用車 12% 

バスは4%（36名） 

部活動などを行っ
ていない生徒 

白石 
工業 
高等 
学校 

郡山字 
鹿野 43 

688 名 88 名 白石市内 30% 

仙南地域 42% 

仙台市内 3% 

ＪＲが 63% 
自転車 20% 
自家用車 12% 

バスは6%（40名） 

七ヶ宿町から17名
（町営バス）、蔵王
町から 11 名（㈱ミ
ヤコーバス）、その
他丸森町など 
※市内 10 名程度が
市民バスを利用、
白石駅から徒歩 

＊上記データは H28.10 ヒアリング結果による  

 

図 高等学校の立地状況（H28 ヒアリングより） 
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(3) 白石市の人の動き 

 

１）通勤 

○通勤先は、白石市内が約７割で、残りの３割が市外へ流動しています。 

○市外への流出流入人数は、流出（5,624 人）、流入（4,850 人）となっており、流出の方が 

多くなっています。 

○市外への通勤（流出）は、仙台市（1,251 人）、蔵王町（837 人）、大河原町（686 人）の順

に多くなっています。 

○市外からの通勤（流入）は、大河原町（792 人）、蔵王町（768 人）、仙台市（648 人）の順

に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通勤の市外流動（出典：平成 22 年国勢調査） 
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２）通 学 

○通学先は、白石市内が５割で、残りの５割が白石市外へ流動しています。 

○市外への流出流入人数は、流出（912 人）、流入（1,077 人）となっており、流入の方が多 

くなっています。 

○市外への通学（流出）は、仙台市（450 人）、大河原町（122 人）、柴田町（76 人）の順に

多くなっています。 

○市外からの通学（流入）は、柴田町（271 人）、大河原町（185 人）、角田市（95 人）の順

に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通学の市外流動（出典：平成 22 年国勢調査） 
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３）買物（最寄品） 

○最寄品の買物先は、白石市内が９割で、残りの１割が白石市外へ流動しています。 

○市外への買物（流出）は、大河原町（2.0％）、角田市（1.0％）、柴田町（0.9％）の順に多

くなっています。 

○市外からの買物（流入）は、七ヶ宿町（69.0％）、蔵王町（17.3％）、丸森町（4.6％）の順

に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

図 最寄品の買物流動（出典：宮城県の商圏 H28.3） 
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【参考】 

○小中学校の統廃合について 

・白石市教育委員会は、児童生徒数が減少した３つの小中学校を、それぞれ市中心部の大規模

校に統合する方針としています。 

・平成３０年度に斎川小学校（１７人）を白石第二小学校（６４３人）、平成３１年度には南中

学校（４６人）を白石中学校（３４３人）、白川中学校（３８人）を東中学校（３４４人）に

統合予定となっています。 

・これら近い将来において、小中学校がない地域が増加し、各地域のコミュニティが形成され

にくくなることが想定されます。 

図 学校の将来構想（出典：広報しろいし H27.10）
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(4) 白石市の観光 

○白石市には、白石城を始め、鎌先温泉、小原温泉、宮城蔵王キツネ村などの著名な観光地

が立地しており、年間約 74 万人の観光客、7.4 万人の宿泊者が訪れています。 

○観光客数は近年横ばい傾向となっており、伸び率では震災前の数値に戻っていない状況と

なっています。 

○宿泊者数は近年減少傾向となっており、伸び率では、仙南地域や仙台圏と比較して大きく

差が出ています。 

○近年、外国人観光客が増加している「宮城蔵王キツネ村」への公共交通手段は少なく、ま

た、市内の温泉施設では、白石蔵王駅などへ自家用バスでお客様を送迎しており、運行に

対する負担が挙げられているなど、観光交通への対応が求められています。 
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図 観光入り込み客数・宿泊者数の推移（出典：宮城県観光統計概要） 
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図 白石市の観光入り込み客数・宿泊者数の推移（出典：宮城県観光統計概要） 


